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近接工事や堤防において鋼矢板等を安心して引き抜けるオンリーワン技術 !

軟弱地盤や堤防において仮設材にて土留めを行う場合には、土留め杭引抜後の影響

が大きいため、本工法は非常に有効な技術です。

従来、鋼矢板残置を前提としていた民家や地下埋設物などに近接した工事において、

コスト削減と事業損失防止に役立ちます。水中での施工も可能な工法です。

尚、鋼矢板引抜きと同時に充填すること、１本の充填管で複数項の鋼矢板を引抜く

ことは、この工法以外で行うと特許に抵触します。

土留部材引抜同時充填工法
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